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当
共
同
研
究
「
万
葉
集
伝
本
の
書
写
形
態
の
総
合
的
研
究
」
は
、
国
文
学
研
究

資
料
館
の
共
同
研
究
（
特
定
研
究
）
と
し
て
平
成
二
六
年
四
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
。

大
正
末
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
校
本
万
葉
集
』
以
降
永
ら
く
低
迷
し
て
い
た
万
葉
集

の
伝
本
研
究
が
近
年
よ
う
や
く
活
気
を
取
り
戻
し
て
い
る
こ
と
を
承
け
て
、
万
葉

集
の
伝
本
研
究
の
さ
ら
な
る
活
性
化
と
、
近
年
築
か
れ
つ
つ
あ
る
新
た
な
伝
本
の

枠
組
み
に
基
づ
く
万
葉
集
の
伝
本
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
『
新
万
葉
手
鑑
』
）
作
成
を

主
た
る
目
的
と
し
て
い
る
。
『
新
万
葉
手
鑑
』
は
、
現
在
、
共
同
研
究
の
構
成
員

を
は
じ
め
と
す
る
各
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
原
稿
が
そ
ろ
い
、
全
体
の
内
容
の
点
検
を

行
っ
て
い
る
最
中
で
あ
り
、
平
成
三
〇
年
三
月
に
刊
行
予
定
で
あ
る
。

　

当
共
同
研
究
は
、
『
新
万
葉
手
鑑
』
刊
行
の
ほ
か
に
、
万
葉
集
伝
本
研
究
の
活

性
化
を
目
指
し
て
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
ち
ら
の
方
も
大
き
な
成
果
を
得
つ

つ
あ
る
。
こ
の
三
年
の
間
に
、
研
究
会
に
参
加
す
る
研
究
者
は
少
し
ず
つ
増
え
始

め
、
当
初
の
構
成
員
以
外
に
も
研
究
の
主
力
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
面
々
も
い
る
。

年
数
回
行
っ
て
い
る
研
究
発
表
会
で
は
、
力
の
こ
も
っ
た
発
表
が
相
次
ぎ
、
そ
の

内
容
が
学
会
誌
に
掲
載
さ
れ
た
事
例
も
一
二
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
実
際
、
近
年
、

当
共
同
研
究
の
参
加
者
達
の
研
究
発
表
、
論
文
は
、
万
葉
集
関
係
の
学
会
、
学
会

誌
を
賑
わ
せ
て
お
り
、
稿
者
が
、
こ
の
共
同
研
究
の
発
足
の
頃
、
万
葉
集
の
伝
本

研
究
は
、
研
究
分
野
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
な
い
と
嘆
い
た
こ
と
が
嘘
の
よ
う
な

盛
況
ぶ
り
で
あ
る
。

　

上
記
の
ご
と
く
、
研
究
会
で
の
成
果
は
、
学
会
誌
な
ど
に
公
表
済
み
の
も
の
も

多
い
が
、
こ
の
三
年
の
間
の
研
究
発
表
は
多
く
、
い
ま
だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
成

果
も
あ
る
。
特
に
、
学
会
誌
に
は
自
ず
か
ら
枚
数
制
限
が
あ
り
、
掲
載
の
か
な
わ

な
い
規
模
の
発
表
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
当
共
同
研
究
は
、
「
研
究
報
告
」
と
し
て
、

枚
数
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
研
究
の
詳
細
を
公
表
す
る
場
を
設
け
た
。
こ
こ
に
掲
載
さ

れ
た
論
文
・
報
告
は
、
い
ず
れ
も
力
作
揃
い
で
あ
る
が
、
こ
と
に
京
大
本
代
赭
書

き
入
れ
を
扱
っ
た
野
呂
香
「
翻
刻　

京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
曼
朱
院
本　

萬
葉
集
』
（4

-
2
3
/

マ/
2

貴
別
）
巻
一
〜
五
」
は
、
従
来
資
料
と
し
て
い
さ
さ
か

認
知
困
難
で
あ
っ
た
同
書
き
入
れ
を
い
か
に
可
視
化
す
る
か
に
腐
心
し
た
労
作
で

あ
る
。
こ
の
資
料
は
、
必
ず
や
今
後
の
万
葉
集
伝
本
研
究
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
果
た
す
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
是
非
ご
一
読
願
い
た
い
。

　

共
同
研
究
「
万
葉
集
伝
本
の
書
写
形
態
の
総
合
的
研
究
」
の
概
要

　

当
共
同
研
究
は
、
平
成
二
六
年
度
か
ら
平
成
二
八
年
度
ま
で
の
三
年
計
画
で
国

文
学
研
究
資
料
館
の
特
定
研
究
と
し
て
開
始
さ
れ
た
。
以
下
は
そ
の
概
要
で
あ
る
。

　

『
万
葉
集
』
研
究
は
、
古
典
作
品
の
中
で
も
、
研
究
者
人
口
が
多
く
、
活
発
に

研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
分
野
の
一
つ
で
あ
る
。
伝
本
研
究
に
お
い
て
も
、
大
正

一
四
年
刊
の
『
校
本
万
葉
集
』
に
よ
り
、
他
の
古
典
作
品
に
先
ん
じ
て
研
究
の
礎

は
じ
め
に

共
同
研
究
代
表
者
　
　
　
田
中
　
大
士
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が
築
か
れ
、
き
わ
め
て
恵
ま
れ
た
研
究
環
境
に
あ
る
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
伝

本
研
究
に
お
い
て
は
至
れ
り
尽
く
せ
り
の
感
が
あ
る
『
校
本
万
葉
集
』
の
存
在
故

に
、
そ
れ
以
降
の
研
究
は
振
る
わ
ず
、
諸
伝
本
の
研
究
は
、
長
い
間
『
校
本
万
葉

集
』
首
巻
の
記
述
の
水
準
の
ま
ま
留
ま
っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
に
伴
い
、

『
万
葉
集
』
の
研
究
者
に
お
け
る
諸
伝
本
に
対
す
る
関
心
は
き
わ
め
て
薄
く
な
り
、

『
万
葉
集
』
の
諸
本
研
究
は
、
す
で
に
『
万
葉
集
』
の
研
究
領
域
の
一
つ
と
は
認

識
さ
れ
て
い
な
い
か
の
よ
う
な
観
さ
え
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
、
廣
瀬
本
万
葉
集

の
発
見
と
い
う
画
期
的
な
出
来
事
以
降
、
『
万
葉
集
』
の
伝
本
研
究
は
い
さ
さ
か

の
進
展
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
機
に
、『
万
葉
集
』
の
伝
本
研
究
の
研
究
者
を
集
め
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
検
討
し
直
し
、
従
来
の
諸
伝
本
の
研
究
を
一
新
し
よ
う

と
い
う
試
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
成
果
を
、
『
万
葉
集
』
の
研
究
者
、
あ
る

い
は
国
文
学
研
究
者
、
愛
好
者
な
ど
に
も
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
簡
明
、
明

快
な
『
万
葉
集
』
伝
本
の
概
説
書
と
し
て
ま
と
め
、
ひ
ろ
く
『
万
葉
集
』
の
伝
本

の
知
識
を
学
界
共
有
の
財
産
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〈
構
成
メ
ン
バ
ー
〉

田
中
大
士
（
日
本
女
子
大
学
教
授
・
代
表
）

小
川
靖
彦
（
青
山
学
院
大
学
教
授
）

城
﨑
陽
子
（
國
學
院
大
學
兼
任
講
師
）

新
谷
秀
夫
（
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
学
芸
課
長
）

景
井
詳
雅
（
洛
星
中
・
高
等
学
校
教
諭
）

池
原
陽
斉
（
東
洋
大
学
非
常
勤
講
師
）

　

現
在
、
『
万
葉
集
』
の
伝
本
研
究
、
万
葉
集
の
享
受
史
研
究
の
最
前
線
に
立
つ

研
究
者
を
集
め
て
い
る
。
年
齢
構
成
は
、
中
堅
か
ら
若
手
ま
で
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ

よ
う
に
考
慮
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
三
年
間
の
活
動
に
お
い
て
、
研
究
会
に
参

加
す
る
メ
ン
バ
ー
は
増
え
て
い
る
。

〈
研
究
の
方
針
〉

　

『
万
葉
集
』
は
、
伝
本
に
よ
り
、
題
詞
の
高
さ
、
訓
の
仮
名
の
種
類
、
付
訓
形

式
な
ど
に
違
い
が
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
、
本
文
以
上
に
そ
れ
ぞ
れ
の
本
の
伝
来
上

の
特
徴
と
抜
き
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
諸
本
に
は
、
多
く
の

書
き
入
れ
が
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
も
ま
た
、
伝
本
間
の
関
係
を
知
る
上
で
は
有
力
な

証
拠
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
特
徴
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
す

で
に
『
校
本
万
葉
集
』
首
巻
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
伝
本

に
お
い
て
は
、
『
校
本
万
葉
集
』
以
降
に
十
分
な
再
検
証
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
『
校
本
万
葉
集
』
の
諸
伝
本
に
お
け
る
記
述
は
、
伝
本
間
の
分
類
、
系
統

分
け
に
十
分
に
活
か
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
今
回
、
『
万
葉
集
』
の
主
要
な

伝
本
に
お
い
て
、
構
成
員
が
分
担
を
決
め
て
実
地
調
査
を
行
い
、
『
校
本
万
葉
集
』

の
記
述
を
再
検
証
す
る
。
実
地
調
査
以
外
に
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
万
葉
集
の

諸
伝
本
に
は
、
朱
や
代
赭
、
紺
青
な
ど
の
色
つ
き
の
書
き
入
れ
が
多
く
見
ら
れ
る

の
で
、
そ
れ
ら
を
詳
細
に
確
認
す
る
た
め
に
、
高
精
細
の
カ
ラ
ー
写
真
を
あ
わ
せ

て
利
用
す
る
。
そ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
、
近
年
の
系
統
的
研
究
の
成
果
に
組
み
込

み
、
新
た
な
諸
伝
本
の
見
取
り
図
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
、『
万
葉
集
』
の
伝
本
は
、
伝
来
の
過
程
で
、
類
題
別
に
編
集
し
直
さ
れ
た
り
、

平
仮
名
、
片
仮
名
だ
け
に
書
き
換
え
ら
れ
た
り
も
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
、『
万

葉
集
』が
変
容
し
て
行
く
側
面
に
も
焦
点
を
当
て
、
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ

た
諸
書
の
研
究
を
も
行
う
。

〈
成
果
の
公
開
〉

　

本
研
究
の
最
終
的
な
成
果
は
、
『
万
葉
集
』
の
諸
伝
本
を
、
図
版
に
よ
っ
て
、
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題
詞
の
高
さ
、
訓
の
種
類
、
付
訓
形
態
な
ど
を
示
し
つ
つ
、
系
統
上
の
性
格
な
ど

を
解
説
す
る
簡
明
な
解
説
書
を
作
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
同
種
の
試

み
と
し
て
は
、
佐
佐
木
信
綱
『
万
葉
手
鑑
』
（
昭
和
二
二
年
）
が
あ
る
。
本
研
究

は
、
こ
の
書
の
全
面
的
な
更
新
を
目
指
し
て
い
る
。
『
万
葉
手
鑑
』
は
、
『
校
本
万

葉
集
』
の
成
果
を
受
け
て
い
る
た
め
、
系
統
上
の
分
類
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。

今
回
の
試
み
で
は
、
分
類
上
の
解
説
に
つ
い
て
も
わ
か
り
や
す
い
説
明
を
付
す
予

定
で
あ
る
。
さ
ら
に
今
回
の
新
機
軸
は
、
諸
伝
本
に
見
ら
れ
る
朱
や
代
赭
な
ど
の

書
き
入
れ
に
つ
い
て
、
カ
ラ
ー
写
真
で
掲
載
し
、
そ
の
点
に
つ
い
て
詳
述
す
る
点

で
あ
る
。
『
万
葉
集
』
の
諸
伝
本
に
は
、
様
々
な
墨
色
の
書
き
入
れ
が
存
し
、
そ

の
色
に
つ
い
て
重
要
な
意
味
が
あ
る
。
ま
た
、
仙
覚
校
訂
本
に
お
い
て
は
、
訓
の

墨
色
と
位
置
と
に
仙
覚
の
精
妙
な
意
図
が
見
出
せ
る
。
昭
和
二
二
年
刊
行
の
『
万

葉
手
鑑
』
は
も
と
よ
り
、
『
校
本
万
葉
集
』
（
諸
本
輯
影
）
や
『
古
筆
学
大
成
』
な

ど
、
万
葉
集
の
図
版
を
扱
っ
た
従
来
の
諸
書
に
お
い
て
は
、
様
々
な
制
約
か
ら
カ

ラ
ー
写
真
は
稀
で
、
そ
の
墨
色
に
つ
い
て
の
解
説
は
十
分
と
は
言
え
な
か
っ
た
。

今
回
の
更
新
版
で
は
、
一
目
で
色
分
け
が
分
か
る
図
版
と
と
も
に
、
明
瞭
な
解
説

で
、
色
分
け
の
意
味
も
理
解
出
来
る
よ
う
工
夫
を
行
う
。

〈
研
究
の
意
義
〉

　

本
研
究
は
、
上
記
の
新
た
な
『
万
葉
手
鑑
』
作
成
の
過
程
で
あ
る
と
言
っ
て
よ

い
。
『
万
葉
集
』
伝
本
の
専
門
家
が
、
そ
れ
ぞ
れ
得
意
な
分
野
の
伝
本
を
担
当
し
、

新
た
に
調
査
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
伝
本
観
を
一
新
す
る
成
果
が

期
待
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
成
果
は
、
最
終
的
に
は
、
上
記
の
解
説
書
に
ま
と
め
ら

れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
で
、
成
果
は
、
構
成
メ
ン
バ
ー
の
中
で
討
議
さ
れ
、

重
要
な
成
果
は
、
ま
ず
、
研
究
報
告
と
し
て
公
表
さ
れ
る
。
当
共
同
研
究
が
終
了

す
る
三
年
間
に
は
、
数
多
く
の
新
た
な
研
究
成
果
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
最
後
に
公
表
さ
れ
る
解
説
書
は
、
そ
れ
ら
の
研
究
、
討
議
の
末
の
研
究
の

“

精
華
＂
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　

『
万
葉
集
』
の
伝
本
研
究
は
、
単
に
不
振
と
言
う
だ
け
で
は
な
く
、
研
究
者
個
々

が
孤
立
し
が
ち
で
、
相
互
に
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
を
討
議
す
る
機
会
が
少
な
か
っ
た

と
い
う
問
題
点
が
あ
っ
た
。
本
共
同
研
究
で
は
、
個
々
の
調
査
、
研
究
を
持
ち
寄

り
、
多
く
の
討
議
の
機
会
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
意
見
交
換
の
場
を
増
や
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
成
果
を
共
有
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
解
説
書
を
作
成

す
る
こ
と
に
よ
り
、
伝
本
研
究
の
最
新
の
成
果
を
、
他
の
万
葉
研
究
者
、
国
文
研

究
者
と
共
有
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
ま
た
、
他
の
時
代
の
伝
本
研
究
と
の
風
通
し

が
必
ず
し
も
よ
い
と
は
言
え
な
い
『
万
葉
集
』
の
伝
本
研
究
を
、
よ
り
一
般
的
な

水
準
に
近
づ
け
、
ま
た
、
近
年
進
展
が
著
し
い
書
誌
学
や
古
筆
学
と
有
効
に
連
携

出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
最
終
目
的
と
考
え
て
い
る
。

〈
研
究
会
の
開
催
〉

　

本
共
同
研
究
の
意
義
の
一
つ
と
し
て
、
個
々
の
メ
ン
バ
ー
が
新
た
に
調
査
、
研

究
し
た
成
果
を
、
全
体
で
討
議
す
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
の
場
と
し
て
、

年
二
回
の
研
究
会
を
計
画
し
て
い
る
。
こ
の
研
究
会
で
、
個
々
の
研
究
の
成
果
が

発
表
さ
れ
、
最
終
的
な
解
説
書
へ
の
原
案
が
練
ら
れ
て
行
く
。

〈
研
究
活
動
〉

◎
平
成
二
六
年
度

・
研
究
会

　
　

第
一
回
研
究
会

　
　

平
成
二
六
年
八
月
二
九
日
（
金
）
国
文
学
研
究
資
料
館　

第
三
会
議
室

　
　

　

一　

『
新
万
葉
手
鑑
』
作
成
の
方
法
に
つ
い
て
の
討
議
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二　

田
中
大
士
「
仙
覚
校
訂
本
の
古
筆
切
の
活
用
」

　
　

第
二
回
研
究
会

　
　

平
成
二
六
年
一
二
月
二
六
日
（
金
）
国
文
学
研
究
資
料
館　

第
三
会
議
室

　
　

　

一　

池
原
陽
斉
「
西
本
願
寺
本
赤
人
集
成
立
考
」

　
　

　

二　

�

景
井
詳
雅
「
仮
名
本
万
葉
集
の
一
種
、
久
世
切
系
統
の
抄
出
本
万
葉

集
に
つ
い
て
」

　
　

第
三
回
研
究
会

　
　

平
成
二
七
年
三
月
六
日
（
金
）
国
文
学
研
究
資
料
館　

第
一
会
議
室

　
　

　

一　

嘉
村
雅
江　

「
斯
道
文
庫
蔵
「
類
聚
古
集
抄
切
」
調
査
報
告
」

　
　

　

二　

小
川
靖
彦　

「
仙
覚
新
点
の
め
ざ
し
た
も
の
」

　
　

　

三　

�

城
﨑
陽
子　

「
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
蔵
『
万
葉
集
古
義
』
が
見

た
諸
本
―
本
居
宣
長
記
念
館
蔵
「
手
沢
本
『
万
葉
集
』
」
と
の
対
校
―
」

・
資
料
調
査

平
成
二
六
年
四
月
一
九
日	

田
中
大
士	�



京
都
女
子
大
学
・
北
村
美

術
館

平
成
二
六
年
九
月
四
〜
五
日	

野
呂　

香	

京
都
大
学
附
属
図
書
館

平
成
二
六
年
一
〇
月
四
〜
五
日	

嘉
村
雅
江	

金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル

平
成
二
六
年
一
〇
月
三
〇
日	

野
呂　

香	

東
京
国
立
博
物
館

平
成
二
六
年
一
一
月
二
七
日	

野
呂　

香	

東
京
国
立
博
物
館

平
成
二
六
年
二
月
七
〜
九
日	

城
﨑
陽
子	

土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館

平
成
二
七
年
一
月
二
九
〜
三
〇
日	

野
呂　

香	

京
都
大
学
附
属
図
書
館

平
成
二
七
年
三
月
一
九
〜
二
〇
日	

野
呂　

香	�


京
都
大
学
附
属
図
書
館
・

京
都
国
立
博
物
館

◎
平
成
二
七
年
度

・
研
究
会

　
　

第
四
回
研
究
会

　
　

平
成
二
七
年
八
月
二
八
日
（
金
）
国
文
学
研
究
資
料
館　

第
二
会
議
室

　
　

　

一　

大
石　

真
由
香
「
陽
明
文
庫
所
蔵
『
古
活
字
本
万
葉
集
』
書
入
の
性
格
」

　
　

　

二　

�

樋
口　

百
合
子
「
細
川
本
『
歌
枕
名
寄
』
に
見
る
万
葉
集
長
歌
の
享

受
と
そ
の
特
質
」

　
　

第
五
回
研
究
会

　
　

平
成
二
七
年
一
二
月
二
五
日
（
金
）
国
文
学
研
究
資
料
館　

第
二
会
議
室

　
　

　

一　

田
中
大
士
「
柘
枝
切
の
新
出
資
料
―
柘
枝
切
は
寛
元
本
か
―
」

　
　

　

二　

高
松
寿
夫
「
伊
達
文
庫
本
万
葉
集
調
査
報
告
」

　
　

第
六
回
研
究
会

　
　

平
成
二
八
年
三
月
一
八
日
（
金
）
国
文
学
研
究
資
料
館　

第
二
会
議
室

　
　

　

一　

『
新
万
葉
手
鑑
』
原
稿
の
発
表
及
び
検
討

・
資
料
調
査

平
成
二
七
年
九
月
一
七
〜
一
八
日	

嘉
村
雅
江	�



天
理
大
学
附
属
天
理
図
書

館

平
成
二
七
年
一
〇
月
三
一
日	

野
呂　

香	

石
川
武
美
記
念
図
書
館

平
成
二
八
年
一
月
二
〇
〜
二
一
日	

野
呂　

香	

京
都
大
学
附
属
図
書
館

平
成
二
八
年
三
月
一
〜
二
日	

野
呂　

香	

京
都
大
学
附
属
図
書
館
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◎
平
成
二
八
年
度

・
研
究
会

　
　

第
七
回
研
究
会

　
　

平
成
二
八
年
八
月
二
八
日
（
金
）
国
文
学
研
究
資
料
館　

第
二
会
議
室

　
　

　

一　

『
新
万
葉
手
鑑
』
原
稿
の
発
表
及
び
検
討

　
　

第
八
回
研
究
会

　
　

平
成
二
八
年
一
二
月
一
〇
〜
一
一
日

　
　

�

日
本
女
子
大
学
（
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
）
百
年
館
高
層
棟
八
階　

日
本
文
学
科

八
一
五
室
（
日
本
女
子
大
学
学
術
交
流
企
画
と
の
合
同
研
究
会
）

　
　

　

一　

乾
善
彦
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
予
想
さ
れ
る
問
題
点
」

　
　

　

二　

「
万
葉
集
「
九
十
余
首
な
き
本
」
に
つ
い
て
」
の
討
論

　
　

　

三　

『
新
万
葉
手
鑑
』
原
稿
の
検
討

・
資
料
調
査

平
成
二
八
年
六
月
二
二
日	

景
井　

詳
雅	

石
川
武
美
記
念
図
書
館

平
成
二
八
年
九
月
一
二
〜
一
四
日	

野
呂　
　

香	

京
都
大
学
附
属
図
書
館

平
成
二
八
年
一
一
月
七
日	

野
呂　
　

香	

東
洋
文
庫

平
成
二
八
年
一
一
月
一
〇
日	

野
呂　
　

香	

宮
内
庁
書
陵
部

平
成
二
八
年
一
一
月
一
六
日	

景
井　

詳
雅	

神
宮
文
庫

平
成
二
八
年
一
一
月
一
六
日	

野
呂　
　

香	

石
川
武
美
記
念
図
書
館

平
成
二
八
年
一
一
月
二
二
日	

景
井　

詳
雅	

国
文
学
研
究
資
料
館

平
成
二
八
年
一
一
月
二
五
日	

景
井　

詳
雅	

蓬
左
文
庫

平
成
二
九
年
二
月
一
〜
二
日	

野
呂　
　

香	

京
都
大
学
附
属
図
書
館



執
筆
者
一
覧
（
掲
載
順
）

田　

中　

大　

士	

日
本
女
子
大
学　

教
授

樋　

口　

百
合
子	

奈
良
女
子
大
学
古
代
学
学
術
研
究
セ
ン
タ
ー　

協
力
研
究
員

池　

原　

陽　

斉	
東
洋
大
学　

非
常
勤
講
師

野　

呂　
　

香	
国
文
学
研
究
資
料
館　

機
関
研
究
員

大　

石　

真
由
香	

日
本
学
術
振
興
会　

特
別
研
究
員

眞　

野　

道　

子	

名
古
屋
大
学　

非
常
勤
講
師

城　

﨑　

陽　

子	

國
學
院
大
學　

兼
任
講
師



国
文
学
研
究
資
料
館 

共
同
研
究
（
特
定
研
究
）
研
究
成
果
報
告
書

万
葉
集
伝
本
の
書
写
形
態
の
総
合
的
研
究 

論
文
編

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
三
月
十
七
日
印
刷

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
三
月
二
十
七
日
発
行

編
集　

共
同
研
究
（
特
定
研
究
）

　
　
　

「
万
葉
集
伝
本
の
書
写
形
態
の
総
合
的
研
究
」

　
　
　

研
究
代
表
者　

田
中　

大
士

発
行　

大
学
共
同
利
用
機
関
法
人　

人
間
文
化
研
究
機
構

　
　
　

国
文
学
研
究
資
料
館

　
　
　

〒
一
九
〇

－

〇
〇
一
四

　
　
　

東
京
都
立
川
市
緑
町
一
〇

－

三

印
刷　

前
田
印
刷
株
式
会
社

©
人
間
文
化
研
究
機
構　

国
文
学
研
究
資
料
館　

禁
無
断
複
製


	P01-08
	P09-22
	P23-36
	P37-48
	P49-60
	P61-64
	P65-78
	P79-80

